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令和 5 年度 秋期 システム監査技術者試験 出題趣旨 
 

午後Ⅱ試験 

問１ 
出題趣旨 

企業などの組織を取り巻く環境の変化が激しくなる中，ビジネス，サービスの高度化，又は新たな価値創造
などによって，競争力を高めていくことがますます求められている。そのためには，社内外の様々なデータを
収集し，活用できるデータ利活用基盤の導入が重要である。 

一方で，収集するデータの定義が整合していなかったり，偏りなどがあると，誤った分析結果になったり，判
断を誤ったりするおそれがある。このような状況を踏まえて，システム監査人は，データ利活用基盤が適切に
構築されているかどうかを確かめる必要がある。 

本問では，システム監査人として，データ利活用基盤の構築に際して想定するリスク，及びリスクに基づい
て適切に構築されているかどうかを確かめるための監査手続を具体的に論述することを通じて，データ利活用
基盤の構築を監査するための知識・能力などを評価する。 

 

問２ 
出題趣旨 

インターネットに接続した情報システム又はデバイスが多くなるに伴い，サイバーセキュリティのリスクは
ますます高まってきている。また，サイバー攻撃の手口は，高度化，巧妙化し，インシデントを未然に防ぐこと
は難しくなっている。 
 したがって，企業などの組織には，インシデントの発生を未然に防ぐための技術的な対策だけではなく，サ
イバーセキュリティ管理態勢を構築して，PDCA サイクルを実施することが求められる。このような点を踏まえ
て，システム監査人は，変化していくサイバーセキュリティのリスクに対応していくために，サイバーセキュ
リティ管理態勢が適切かどうかを確かめる必要がある。 
 本問では，サイバーセキュリティ管理態勢が適切かどうかを確かめるための監査の着眼点，入手すべき監査
証拠及び具体的に確かめるべき内容の論述を通じて，監査の知識・能力などを評価する。 

 

 


